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第１２回 埼玉圏央道オオタカ等保護対策会議 

議事録 

 

日時；平成２４年１２月４日（火） １５：００ ～１７：００ 

 

場所：大宮ソニックシティ ソニックシティビル７Ｆ ７０６会議室 

 

 

 

出席者 座長 葉山 嘉一 日本大学生物資源科学部 准教授 

 委員 池谷 奉文 公益財団法人日本生態系協会 会長 

  柳澤 紀夫 公益財団法人日本鳥類保護連盟 理事 

  勅使河原 彰 狭山丘陵の自然と文化財を考える連絡会議 前代表委員 

  鈴木 伸 鳩山野鳥の会 代表 

事業者  本間 淳史 東日本高速道路株式会社 さいたま工事事務所長 

  辻 保人 国土交通省関東地方整備局 大宮国道事務所長 

    

事務局   大宮国道事務所 
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項目 主な意見と回答 

開 会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・若干定刻より早いのでございますが、ただいまより第１２回埼玉

圏央道オオタカ等保護対策会議を開催させていただきます。 
 委員の皆様におかれましては、御多忙中の中、御出席いただきま

して、ありがとうございます。本日の進行を務めさせていただきま

す、大宮国道事務所調査課長の森澤といいます。よろしくお願いい

たします。 
 本日の会議は、１５時から１７時までということで約２時間を予

定しておりますので、よろしくお願いします。 
 では、議事に入る前に本日の配付資料の確認をさせていただきた

いと思います。まず最初に議事次第があります。そして、Ａ３判の

資料になりますが、第１２回埼玉圏央道オオタカ等保護対策会議の

会議資料①、続いて会議資料②、会議資料③、そして会議資料④、

それと参考資料として調査地Ｈにおける猛禽類調査結果というこ

とで、種類としましては５種類と議事次第という形でさせていただ

いております。資料の不足がありましたらお申しつけください。よ

ろしいでしょうか。（事務局 森澤） 

 

【会議資料】 

会議資料① 第 11 回会議資料（P38, P44, P50）の修正 

会議資料② 調査地Ｌの保全対策 

会議資料③ 平成 25 年繁殖期初期の調査計画（案） 

会議資料④ 調査地Ｇ（上尾道路●●●●●）の道路整備によるオ

オタカへの影響及び保護対策 

参考資料  調査地Ｈにおける猛禽類調査結果 

 

・それでは、議事次第に沿って進めさせていただきます。ここから

は●●●●に進行をお願いしたいと思います。よろしくお願いいた

します。（事務局 森澤） 

 

・１２月に入ってお忙しい中恐縮です。ことし１年ずっと走ってき

たつもりなのですけど、まださらに走らなくちゃいけないと思うと

うんざりしますが、よろしくお願いします。 
 今御紹介があったように議事が４つありまして、１１回の会議資

料の修正と調査地Ｌの保全対策、平成２５年繁殖期初期の調査計画

案、それから調査地Ｇの道路整備によるオオタカへの影響及び保護
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項目 主な意見と回答 

 

 

 

第１１回会議資料

（P38, P44, P50）の

修正について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査地Ｌの保全対策 

 

 

 

 

 

対策についてという内容でございます。どうぞよろしくお願いいた

します。●●●●●● 

 
・では、最初の第１１回会議資料の修正について御説明をお願いし

ます。●●●●●● 

 

・それでは、引き続きまして、よろしくお願いします。 
 事前に委員の皆様には資料の説明をさせていただいております

ので、ポイントのみに絞って御説明させていただくことで御了承願

いたいと思います。 
 それでは、会議資料①、第１１回会議資料の修正について御説明

させていただきます。（事務局 森澤） 

 
・「第１１回会議資料（P38, P44, P50）の修正」の説明（事務局 森

澤） 

 

・ありがとうございます。 

 今御説明がありましたけれども、この修正で前回の御意見を伺っ

た内容が十分反映されているかどうか御意見を伺いたいと思いま

す。いかがでしょうか。あるいは御質問でも構いませんが、どうぞ。

特に一番最後のページのあたりはどういう対応にするかという重

要な部分ですので、また後でも、これに関しての議論がありますが、

差し当たってはこんな内容でよろしいですか。 
●●●●●●、よろしいですか。●●●●●● 
 

・はい。●●●●●●●●●● 
 
・ありがとうございます。●●●●●● 

 

・それでは、次の２番目、調査地Ｌの保全対策についての御説明を

よろしくお願いします。●●●●●● 
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項目 主な意見と回答 

調査地Ｌの保全対策 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・では、会議資料②、調査地Ｌの保全対策につきまして御説明させ

ていただきます。会議資料につきましては第１章から第４章まであ

りますので、続けて御説明させていただきたいと思います。（事務

局 森澤） 
 

・「調査地Ｌの保全対策」の説明（事務局 森澤） 

 

・ありがとうございます。 
 それでは、これから御意見を伺っていきますけれども、内容が分

かれますので、第１章、第２章をまとめて最初にこの部分について

御意見を伺って、その次に第３章の保全するための措置ですね、そ

この議論を伺って、最後にＬ地の施工時の配慮案を議論していただ

くというように進めますので、よろしくお願いします。 
 では、初めに、１章、２章の点について、特に２章ではＬの敷地

を大きく持っておられる地権者の方の御理解が得られてというよ

うなお話が出てきましたが、いかがでしょうか、Ｆは今後もさらに

進めていくというお話ですが。 
 特にこの辺は、●●●●●●、ちゃんとした文言を入れていただ

きたいというお話をされていましたが。●●●●●● 

 

・それは基本的には大丈夫。●●●●●●●●●● 

 

・大丈夫ですか。●●●●●● 

 

・反映されていますので。あとは、積極的に保護対策を進めてほし

いということですね。●●●●●●●●●● 

 

・ほかの委員の皆様はいかがですか。よろしいですか。 
 ●●●●はいかがですか。●●●●●● 

 

・この営巣林の２．１のところの左側のところについては、今ここ

に書いてあるだけが対策として述べられているわけですね。そのか

わり、後で考え方を１つ提案したいと思っているので、それは後で

ちょっと説明させていただいて。●●●●●● 

 



 
 

第１２回 埼玉圏央道オオタカ等保護対策会議 

5 

項目 主な意見と回答 

調査地Ｌの保全対策 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・４章の前に議論するということで……。●●●●●● 

 

・資料をつくっていただいて、きょう見せていただいたのですが、

調査地Ｈのオオタカの営巣の推移ということから考えて、ここにも

それが当てはまるんじゃないかなという気がしますので、それを後

でよろしくお願いします。●●●●●● 

 

・そうしましたら、１章、２章についてはこの内容でいいというこ

とにいたします。●●●●●● 

 

・では、３章の生息環境を保全するための措置についてはいかがで

しょうか。前回も見せていただきましたけれども、施工段階ではさ

らに細かく詰めていかなくてはいけないことはあると思いますが、

一応の考え方としてこういう内容でビオトープ空間を整備してい

くという話で、●●●●からは木本類だけではなくてという御意見

もありましたが、この辺のもろもろの御意見がきちっと反映されて

いるかどうか御意見を。●●●●●● 
 

・大変いい格好になったなというふうに思いますね。国際的には当

然なんだけど、日本国内では大変な先進事例になるものですし、将

来のためにこういった樹木だけではなくて草本類の遺伝子もきち

っと守るということを示したことは大変評価できると思いますね。

●●●●●● 

 

・幾つか７ページのところに実際の具体化が進められている場所の

紹介がありますけれども、一番下の●●●●●●の場合は●●●●

も関わられていらっしゃいますけれども、水分の供給と日照の問

題、あとは土壌の問題がネックになる要素になりますので、特に水

分供給に関してはさらに情報を収集していただいて、実施の際には

齟齬のないようによろしくお願いしたいと思うのですが、そんなと

ころでよろしいでしょうか。●●●●●● 

 

・そうですね。●●●●●● 
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項目 主な意見と回答 

調査地Ｌの保全対策 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・考え方としては、それぞれ樹林ゾーン、水辺ゾーン、草地ゾーン

でこういうお考えでよろしいでしょうか。 
 よろしいようですので、地域協働のイメージも、御経験を積まれ

ていらっしゃるところがあるので、そういうところを御参考にして

いただいて詰めていただければありがたいと思います。●●●●●

 

・地域協働の重要性については●●●●の意見があったところで、

それを反映させてもらいたいと思います。●●●●●●●●●● 

 

・そうですね。組織の中で、取りまとめときちっと指導していくポ

ジションに、専任になるかどうかはわかりませんけれども、メンバ

ーがいらっしゃらないと、なかなかうまくまとまっていかない側面

がありますので、その辺も御検討を。 
●●●●、御意見を具体的に。●●●●●● 

 

・いろいろというか、そちらこちらでこういったことをやって、何

かみんなでやっていこうということで意見があったりしてまとま

っていくのですけれども、まとまったところで、取組みの段階でみ

んなとまってしまうんですね、大体は。これを何とか飛び越えない

と、せっかくここまできた対策が実施されない、実現されないとい

うことが私の経験ではあったものですから、その辺のことを心配し

ていました。だれが、どこで、いつコントロールして、コーディネ

ートをするのか。この右のほうにある事例というところに出ていま

すが、これはどなたかがきっとやったんだと思うんです。そういっ

たものをこちらのほうで基本方針を固めながらイメージするなり

何なりしてつないでいかないと実際の対策にはつながっていかな

いと経験的にも言えるので、その辺を十分お考えいただければと思

っています。●●●●●● 

 

・●●●ビオトープの場合は、この協働連絡会のような組織に●●

●●●●が入っていて、チェックをしていくと。しかも、ここの写

真にありますけれども、実際のビオトープを改善していく際の、若

干ですが、お手伝いも学生を引き連れてやっていますので、今回も

そういう形で私が動ける限りかかわらせていただきたいと思って

いますけれども。●●●●●● 
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項目 主な意見と回答 

調査地Ｌの保全対策 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・この地域協働という全体を、多分●●はその部分のある部分をこ

の部分で協力できますよということをおっしゃっているのだと思

いますが、この全体をコントロールして、コーディネートしてそち

らに振り分けたりというような司令塔みたいなものを具体的に設

けないとぐあいが悪いのかなということです。●●●●●● 
 

・それは今後御検討を具体的にいただければと思います。●●●●

●● 

 

・●●●の例は●●●●●にコーディネートして頂いています。（事

務局 早野） 

 

・せっかく取組みを実のあるものにするためにはそういった取組み

が必要だと思うので、しっかり検討していきたいと思っています。

（事務局 早野） 

 

・この事例が実現すると環境賞を受賞するかもしれません。●●●

●●● 

 

・そうですね。●●●●●● 

 

・楽しみにしています。３章はよろしいでしょうか。 
 それでは、多分きょうのメーンの議題になると思いますが、４章

で、Ｌ地の施工時の配慮、どういう進め方で、どういう時期に、ど

ういう判断で、どう進めるかという部分について御意見を伺ってい

きたいと思います。 
 その前に、●●●●から先ほどお話がありましたＨについてです

か、お話をいただければと思います。●●●●●● 

 

・Ｌのところの対策は、拝見しますと、左に書いてあるのが保護対

策の具体的な形だということをいっているようなのですが、実は私

は１０月３０日にＬとＦとＢと、それからＡの営巣地を案内してい

ただいて現地を見てきました。私がいつも丘陵山間部で見ているオ

オタカの営巣の環境とは随分趣が違っていて、私が考えている営巣

環境よりは厳しい中でオオタカが営巣して繁殖しているというそ
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項目 主な意見と回答 

調査地Ｌの保全対策 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ういう印象の違いを非常に感じたわけです。 
 何が一番林に入っていってあれだったのかというのは、営巣の地

域が非常に狭かったということと、巣をつくっている高さが私なん

かが見ているより高い印象を受けました。この中でオオタカも一生

懸命営巣して繁殖しているのは大変なんだろう、そういった厳しい

条件の中でやっているのではないかとオオタカにかわって思いま

したけれども、それならそれでもって一つの環境ですから致し方な

いと思うのですが、今Ｌは、工事が終わって供用するのは幾年でし

たっけ。●●●●●● 
 

・２６年度末なので、２７年４月ごろと。（事務局 早野） 

 

・３年間……●●●●●● 

 

・２年ちょっと後ですね。（事務局 早野） 

 

・供用を２シーズン見るということになってくると、５年弱ぐらい

の期間があると。私は、こういった推測を簡単にやってしまっては

いけないのかもしれませんけれども、このＬにはオオタカは近づか

ない可能性はあると思うんです。非常に狭い中で工事をやっていま

す。人の出入りも激しいし、環境自体が非常に狭いですから。だけ

れども、ここに営巣したことは事実だし、ほかの状況を見てみると、

ここにまた入り込んでやる可能性も大きいということなので、ここ

に保護対策として地主さんに手紙を書くとか以外に、数年後に戻っ

てあるいは入り込んできたときのための環境整備をしておくのも

一つの保護対策なのではないかと考えるようになったのです。 
 そう考えるようになった根拠は、きょうの資料の一番後ろか何か

のところにあります。●●●●●● 

 

・参考資料で示させていただいております。２枚紙になります。（事

務局 森澤） 

 

・Ｈのあれですね。●●●●●● 

 

・参考資料Ｈです。（事務局 早野） 
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項目 主な意見と回答 

調査地Ｌの保全対策 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・もう終わったんですけれども、調査地Ｈのところで、一番最初に

オオタカが来て営巣して、ここに書いてあるのは「Ｈ１６年」と書

いてあるのですが、私の記憶では１４年から３年間くらいあるいは

２年間くらい営巣した後、この周辺がいろいろ騒がしくなってきた

りあるいは工事のあれが入ってきたということで、１６年まで確認

して、１７年以降は上流の●●●●の小さな林に移っていって、こ

こで２年ほど営巣しています。それを、また上流のほうかどうかわ

かりませんが、ここから姿を消していなくなったんですが、またこ

こに戻ってきたのが平成２２年ですか、ことしで３年目戻ってきて

いるということになってくると、これは供用が済んで時間がたって

きたので環境もまた安定した状態が戻ったのだろうと私は勝手に

思っているんですが、また戻ってきたのかあるいは入り込んできた

のかはわかりませんが、いずれにしてもオオタカがここで営巣し

て、３年連続やっているということは、安定的な営巣環境がここで

確保できているのだろうなということなので、１７年から２１年ま

で４年間姿を見せなかったんだけれども、供用後入り込んできて営

巣しているということから考えれば、こちらのＬにおいても、一度

はそこで、しかも中心域でやったということで、もう例としてある

わけですから、数年後に戻ってくる可能性があるということを考慮

に入れてやっておくということも手なのかなと。これからしばらく

の間、工事だ何だということでちょっと入りにくい可能性が大きい

ですけれども、入ってくる可能性はないとは言えない。しかも、中

心域の保護対策ということですのでこれはぜひやっておくべきだ

ろうということで、この調査地Ｌのこの二、三年間の間に営巣環境

を確保するような整備を行っておいていただくのも大切なことな

のではないかと思ったのです。 
 ぜひそのことを提案したいと思いますので、この文書を提出する

だけじゃなくて、実際に●●などは非常に見ているケースが多いで

すから、灌木を切っておくとか林内空間を数年をかけて立派にしよ

うじゃないかという試みをやっておいておくのもいいかなと。今後

はやはり保護対策というのは、とりあえずいなくならないようにす

るということだけじゃなくて、何年か後には戻ってくる可能性を考

えて整備しておいてあげるということも大事なのかなと思います。

提案として申し上げておきたいと思います。●●●●●● 
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項目 主な意見と回答 

調査地Ｌの保全対策 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ありがとうございます。 
 考え方は２つあるかなと思うのですが、今までＦとＬの関係がど

うなっているかを議論して、２ペアが使うのか、１ペアが使うのか

ということで、今のところは恐らく１ペアだろうという結論になっ

ておりますね。１ペアだとすると、Ｆを使うのか、Ｌを使うのかと。

Ｌに関してはああいう環境の改変が今後予定されているので、条件

は悪くなると。そうすると、可能性としてはＦのほうが安定的な繁

殖の場所になれば道路からも距離がありますのでいいのではない

かという考え方が１つありますね。 
 ●●●●がおっしゃるのは、私の判断では、もう一つそれに加え

て繁殖が安定するための言ってみれば補助的な場としてＬの場所

の質をある程度維持するということにつながるかな、そんな解釈で

よろしいのでしょうかね。●●●●●● 

 

・あと、やっぱりＦのほうも、２年でも３年でもいいのですが、時

間の経過の中で何が起きるかわからないということも起こり得る

し、あとこの周辺を見た範囲でデータを見ると、１つの巣で５年も

１０年も同じ巣を使って営巣しているというケースは少ないです

よね。というと、絶えずそういった条件の悪いところで営巣してい

るということがあるので、そのことも考慮すると、将来の安定性も

目指したものも考慮していいのではないかということを考えまし

た。●●●●●● 

 

・道路が建設されることによってＬ、Ｆを含む地域全体のオオタカ

の営巣地としての質が下がるので、それのフォローとしてＬにもし

っかり対策を施して質が下がった部分を支えることをしよう、そう

いうお考えですか。●●●●●● 

 

・将来をも含めてということをイメージしているわけです。●●●

●●● 

 

・わかりました。 
 今御提案があった内容も含めて事務局から御説明があった対策

に関して御意見をいただきたいと思います。よろしくお願いしま

す。●●●●●● 
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項目 主な意見と回答 

調査地Ｌの保全対策 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・今の●●●●のと同じような意見があるので、ちょっといいです

か、先に。●●●●●●●●●● 

 

・どうぞ。●●●●●● 

 

・事務局の説明をいただいたときに、ちょっとうっかりして、●●

がこの中に入るんですね、いわゆる付け替え道路です。●●●●●

●●●●● 

 

・そうですね。●●●●●● 

 

・もともとけもの道のようなところだったのを６ｍぐらいの広い道

路になるということで、沿道開発をされるおそれが非常に高くなる

わけですね。それで、その沿道開発の抑止ということを全く今まで

考えないで来ていたので、今回事務局の事前説明があったときに、

ぜひここについては将来的に緑地を残していくためにも沿道開発

を抑止するような、柵等の設置を検討してほしいということで事務

局にはお願いしてあります。一応事務局のほうとしても前向きに、

●●なので●とも調整しなくちゃいけないけれども、できるだけ私

の意見を踏まえて実施できるように努力するというような意見を

いただいたと思うのですけれども、そのあたりもちょっと議事の中

に加えておいてほしいと思うんです。沿道開発を抑止するための柵

等を設置してほしいということですね。●●●●●●●●●● 

 

・特に今回は御説明がありませんでしたけど、議論が進んだ後でそ

の辺にどう対応できるかのお話をいただければありがたいと思い

ます。●●●●●● 

 

・もしよろしければ、●●●●のお話と●●●●●●の関係だけ、

とりあえずお話というか、事務局としての考えみたいなものをお話

しさせていただきたいんですけれども。（事務局 早野） 

 

・じゃ、よろしくどうぞ。●●●●●● 
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項目 主な意見と回答 

調査地Ｌの保全対策 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・●●●●の●●●のところの事例を例に、結局道路はできたけど、

そこに環境がしっかり担保されているので、そこにオオタカも、サ

シバも、チョウゲンボウも来たみたいなことになったと。実際Ｌの

●●●●●●●●がそういうふうに本当に今後よくなるかどうか

というのはなかなか難しい部分がありますが、樹林の保全という意

味で、まず林としての担保性については引き続き努力するという話

と、あと林の管理の話とかも●●●●●からあったと思うんですけ

ど、そういうのは土地の所有者とのお話もあるので、できるだけそ

ういうのは努力していきたいということと、あと●●●●●●もお

っしゃっていた開発抑制、特に●●というか、機能補償道路沿いで

すかね、の部分につきましては、土地所有者の方とか●と今後どう

いう話ができるかを含めて前向きに検討していきたいと思ってい

ます。（事務局 早野） 
 

・●●●●、いかがですか。今の御回答でよろしいですか。●●●

●●● 

 

・はい。●●●●●● 

 

・そうしましたら、議論を先に進めて●●●●●● 

 

・●●●●の意見にちょっと危惧の念を持っています。ここで議論

をして、その延長線でしばらく来ないこともありそうだという判断

をされて、そこへ集中して来るような仕掛けを考えるというような

ことですね。それは結果だけだと。工事をばんとやって、あとちょ

っとしておけばいいじゃないかということに結果としてはなって

しまうのではないかという危惧をその意見には私としては持って

います。ここで皆さんで議論をした結果の上で積み上げた話なので

よくわかりますけれども、その下を知らないで上の結果だけだと、

これからの場所で道路をつくって、割合にごつくつくって、二、三

年いなくなって、用意しておけば来るよという施策で、来ないこと

の心配をしています。その点で１００％いいなというふうには言え

ないのですが、努力をする話としてはよくわかります。●●●●●
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項目 主な意見と回答 

調査地Ｌの保全対策 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・事務局としましては、実際ここの●●●●のオオタカが、過去ず

っと調査している中でも１０年に一回しか来ていないというのは

実際認識しているんですけど、なので今後どれだけ好んで来てくれ

るかという話はわからないと思うのですけど、●●●●がおっしゃ

るように環境をしっかり担保しておくということがやっぱり重要

だと思っていますので、来るのは期待していますけど、来なかった

ら来なかったことも、それは結果として受けとめなきゃいけないと

思っていますので、ただ、環境保全のための努力は少しでもできる

部分はやっていきたいというふうに思っています。（事務局 早野）

 

・●●●●がおっしゃるのもよくわかります。こうしたことがひと

り歩きをすると本筋から外れるよというお話ですよね。それは肝に

銘じながら、対策を施したという内容を対外的に伝えるときにその

辺を御注意いただいて情報提供していただければありがたいなと

思いますが、よろしいですか、そういう話として。●●●●●● 
 
・どうぞ。●●●●●● 
 
・それで、いかがですか、段取りですが、１つは私が現地に出向い

て。●●●●●● 

 

・先に人工代替巣の対策について議論したらどうですか。●●●●

●●●●●● 

 

・はい。代替巣ですね、そのほうが簡単だと思いますので。●●●

●●● 

 

・わかりやすいので。●●●●●●●●●● 

 

・はい。タカの目になれといってもなかなか難しいのでしたが、一

応えいやとこの３つ。候補が６カ所ありましたけれども、ちょっと

危惧の念がある。カラスが近くにいたり、人の出入りがありそうだ

というような点があったり等々ありまして、１５ページの一覧表を

御確認いただくと三角になった理由がおわかりいただけると思い

ますが、全部につけてみてといってもよいのですが、何か御質問が
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項目 主な意見と回答 

調査地Ｌの保全対策 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ありましたらお願いします。●●●●●● 

 

・空間被度のその部分だけからいうと、Ｆ２とＮｏ．１とＮｏ．４

が適切だと思うんですね。ほかの条件を入れないで林の様子だけ見

るとそうなるのですが、Ｎｏ．１のところについては人家に近いと

いうようなことになるのでということになると、Ｆ２と４番かなと

思いながら見ていましたが、林内空間だけからいうとＮｏ．１が相

当いい場所なのかなと思っています。特に木が高いこともあってや

りやすいのかなと。●●●●●● 

 

・基本的には一番上に屋根になるような空間があって、その下に…

●●●●●● 

 

・その下はその空間の半分ぐらいの被度だととてもいいと思いま

す。●●●●●● 

 

・そういう構造が立体構造の中でないＮｏ．２に関しては、周りが

竹で、そこから飛び出してある程度の枝があるという構造だったの

で、可能性はなくはないかなという評価でしたが、●●●●がほか

のところをごらんになっていて、営巣木の存在する場所の構造です

とか立体的な構造など樹林環境と言うことでの判断はいかがでし

ょうか、この辺。●●●●●● 

 

・率直に言って、自分が見ているところは教科書どおりの営巣環境

というところが結構多かったものですから、ここの何点かを見たと

き、これでやっているのかと率直には思ったんです。なぜこういう

中でと考えたときに、先ほどちょっと申し上げたけれども、巣高が

非常に高いということで低灌木のところがそれを押し上げている

のかなと思ったりしたということで、印象がそのように強く思った

ことで違和感があったということがありました。 
 ただ、私はこの林内空間の被度の問題とか何とかまでは余り考え

ないでおりましたので、この中で頑張れるということは必ずしも安

定的な環境じゃないんだろうなと。絶えずそのために中断したり、

放棄したり、移動していったりということを生んでしまうのかなと

いうようなとらえ方をしました。●●●●●● 
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項目 主な意見と回答 

調査地Ｌの保全対策 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・●●●●はたくさん巣をごらんになっているので御判断は非常に

重いのですけれども、私も、足元に及びませんけど、若干見ていて、

このぐらいの樹林規模で、このぐらいの質の営巣林は幾つか見てい

ます。 
 それで、恐らく周辺の食べ物条件がしっかりしているところであ

るかな、そんなことも思いまして、できるだけこの中でよさそうな

場所であればここかなということで選んでみたのですけれども、●

●●●は何かございますか。●●●●●● 

 

・現地を見なきゃ何とも言えないな。これは●●にお任せするしか

ないかなと。●●●●●● 
 

・それでは、どうなるかはわかりませんが、とりあえずこの３カ所

でつけてみると。で、推移を見ながら微調整をしていくということ

で御了解いただいたということにいたします。●●●●●● 

 

・あと１つ、人工的な巣をつけてもいいと言ってくださる地主の方

でしたらば、周辺の竹を少し切らせていただくようなことも一緒に

お願いしたら、林としてはとても風通しのいい場所になると思いま

すから。●●●●●● 

 

・そうですね。 
 ●●●●はいかがでしょうか。●●●●●● 

 

・剪定すればというようなことがちょっと書いてあったところがあ

りますよね。●●●●●● 
 

・はい。●●●●●● 

 

・ああいったのは余り影響しないんでしょうかね。●●●●●● 
 

・私がかかわっているところで、隣接している枝が込み過ぎるとか

上が込んでいるところで、抜いたところはちゃんと使ってくれてい

ますね。●●●●●● 
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項目 主な意見と回答 

調査地Ｌの保全対策 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・剪定した？●●●●●● 
 

・ええ。逆にそういうところがどうも邪魔になっていて、そこの場

を放棄したという可能性もあるんですね。●●●●●● 

 

・なるほどね。●●●●●● 
 

・ですから、具体的にいうと、巣に入る横の空間というのはあいて

いたほうがいいわけですね。そういうところを邪魔な枝が茂り過ぎ

ると。●●●●●● 

 

・私が申し上げたかったのは、あいているのは非常にいいんだけれ

ども、人為的に剪定したことで、オオタカがそれに気づいてかえっ

て近寄らないという心配は要りませんかと。●●●●●● 
 

・それは全くないと思います。●●●●●● 

 

・ないですか。●●●●●● 

 

・はい。●●●●●● 

 

・わかりました。●●●●●● 

 

・変な言い方ですけれども、安全ということを前提に配慮して人が

何かをしたということに対して許容量はあると思います。●●●●

●● 

 

・そうですか。●●●●●● 

 

・はい。 
 あとは、１７ページのところに代替巣の台座の形が幾つかありま

すけれども、そんな事例があります。２つある一番下の右側は、●

●●●●●●周辺で今２カ所営巣しているんですけれども、それで

使っているものですね。これは驚くべきことに支える枝はないんで

す、全く。落ちてしまったので、そこにもとあった巣からちょっと
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項目 主な意見と回答 

調査地Ｌの保全対策 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

下のところの幹にどんと固定しまして乗っけて、そうしたらすぐ使

いましたね。そういう状況のものが２カ所今現在進行中です。そん

なところです。 
 それでは、人工代替巣に関しては以上といたしまして、１８ペー

ジ以降の工事を進める際の判断とか工事の内容との関係、この辺

で、順番ではないですけれども、御意見のあるところからお話を。

●●●●●● 

 

・よろしいでしょうか。●●●●●●●●●● 

 

・どうぞ。●●●●●● 

 

・２点あります。１点は、４．４ですから２３ページ、完全遮断す

ればいいというのはだれでもわかることなのですけれども、予算の

関係とかを考えれば上のでもしようがないかなということなんで

すけれども、遮断施設が５ｍではなくて８ｍぐらいにならないかと

いうことを事務局にこの間お話をしてきましたので、そのあたりが

安全施工の関係とか何かで問題があるかどうかだけちょっと確認

をしたいということが１点です。 
 それから、もう１点は２６ページですけれども、２６ページの３

月期の工事の実施の考え方案の①ですね、調査Ｆにおける顕著な繁

殖が確認された場合の一番下なんですけれども、最終的にもう一度

４月に繁殖が確認された場合に工事を実施するという形になって

いますけれども、ほかの２、３からいっても、ここはやはり工事を

一たん中断して検討するということにしないとほかとつじつまが

合わないのではないかというふうに思います。ですから、この場合

にはＬ地において繁殖兆候が確認されたわけですから、４月以降改

めて、こういう形で実施するのではなくて、工事を継続するかどう

かをきちんと検討するということにしないといけないのではない

かと。私は２点です。●●●●●●●●●● 

 

・そうしましたら、８ｍというのは、できるだけ覆うという方向で

のお考えかと思いますけれども、何か根拠はございますか、８ｍの。

●●●●●● 
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項目 主な意見と回答 

調査地Ｌの保全対策 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・やっぱりできるだけ遮へいしたほうがいいということです、影響

を受けないために。 
 ただ、さっき言ったように完全遮断というのは一番いいけれど

も、予算とかそういうことがあると思うので、５ｍよりもできるだ

け高くできないですかということです。●●●●●●●●●● 
 

・その点についてはいかがですか。●●●●●● 
 

・まず、遮へいの高さについてなのですけど、高さとそれによる効

果みたいな話とあると思うんですけど、事務局のほうでまず５ｍを

提案させていただいたのは、５ｍによるまず音、音が５ｍあれば営

巣地の静かな環境の音のレベルにまずなるということと、あと当然

遮へいだからどれだけ見えるかという部分で●●●●●●とかは

なるべく高くということで８ｍというお話になったんですけど、例

えばクレーンも１８ｍ以下には規制しているのですが、例えば５ｍ

の高さの遮へいですと通常の重機、人等の出入りはほとんど見えな

くなります。８ｍにしたときと５ｍでどこが違うかというと、高い

クレーンを使ったときに下のほうの見え方が若干変わると思うの

ですけど、遮へいの効果としては５ｍで十分だと思って今回出させ

ていただきました。 
 ちなみに、８ｍにした場合にかなり風の荷重というか、風の影響

をすごく受けまして、さすがに８ｍとなるとかなり大規模な基礎と

かをつくらなくちゃいけなくなりますので、できれば５ｍでお願い

したいなというのが事務局の意見です。（事務局 早野） 

 

・この辺について●●●●はいかがでしょうか。上げることに関し

て、経費の問題もありますが。●●●●●● 

 

・経費のことはありますが、重機の中で５ｍのフェンスだとクレー

ン以外は大体見えなくなると思います。人はもちろん抑えられます

し、大きなトラックも大きな荷物をあれして、ダンプが後ろを立て

て土砂をすりおろしても、５ｍで真横からなら見えないようになっ

ていると思いますからいいのかなと思っています。●●●●●● 
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項目 主な意見と回答 

調査地Ｌの保全対策 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・私は、２２ページのＴＲＤ機というのも使い分けるんですね、並

行して工事をやるときに。それはかなりクレーンより高い機械もあ

りますので、そういう点で、できるだけ遮へいも含めて高いほうが

いいかなということだったんだけれども、皆さんは５ｍでいいとい

うことならば、それはそんなにこだわらないです。●●●●●● 
 

・工事が大規模になるのもマイナスかもしれないですね。８ｍだと、

今おっしゃられたような基礎の部分の工事が●●●●●● 

 

・遮へいにかなり大規模な工事をしなくちゃいけなくなったりしま

すので。（事務局 早野） 

 

・●●●●、いかがですか。●●●●●● 

 

・これはよくわかんないですけど、真横から見ればきれいに隠れて

も、鳥は飛ぶものですから上から見たときはどうなるんだって懸念

も当然出てくるので、一つの理解の仕方で、５ｍで大丈夫だという

ことになれば対策の一つかなと考えざるを得ないと思いますけれ

ども、いささかわかりませんね。●●●●●● 

 

・この遮へいは工事が終わった後もずっと残していただけるんです

か。工事が終わるととっちゃうんですか。●●●●●● 

 

・工事中はまず５ｍにします。工事後の遮へいというのを対策の中

に入れていますけど、それは一応４、５ｍととりあえずさせていた

だいていますけど、その４、５ｍが４なのか５なのかというのはち

ょっとあれですけど、一応遮へいはします。（事務局 早野） 

 

・するんですよね。●●●●●● 

 

・しますね。（事務局 早野） 

 

・しないと、後、帰ってきにくいよね。そのままもちろんそこにい

てくれればいいわけだから。●●●●●● 
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項目 主な意見と回答 

調査地Ｌの保全対策 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・あと、工事中は防音ですね。特に音を吸収するために上のほうに

防音パネルみたいなのをつける予定なんですけど、それでなるべく

音が低減できるようにというところがありますが、将来できる遮へ

いはそういったところは逆になくて、壁として５ｍなりの壁になる

と。（事務局 早野） 
 

・工事が終わった後の遮へいというのは、機能は何が目的ですか。

●●●●●● 

 

・見えるほうの遮へいですね。（事務局 早野） 
 

・本線のところにつきましては、音対策ということで遮音壁的なも

のになると思います。（事務局 森澤） 
 

・道路側のほうについては防音も兼ねた遮へいでという格好になる

と思います。（事務局 早野） 
 

・ということになるわけですが、いかがでしょうか。●●●●●●

 

・そうすると、この辺でいいのかなという感じもするな。もちろん

高けりゃ高いほどいいんですけどね、それは。●●●●●● 
 

・そういうことです。一応危惧を言っただけですので、結構です。

●●●●●●●●●● 

 

・それでは、こういう言い方はまずいのかもしれないですけど、我々

も科学的にきちっと根拠があって言っているわけではありません

が、この委員会としては５ｍでやっていただくということを了承し

ます。 
 それと、２６ページに段取りといいますか、繁殖した、しないで

どういうふうに進めていくかの点で、左側の最後のところ、繁殖が

あるということに関して、今までの物の考え方もありますが、●●

●●●●からこの場を開いて検討すべきではないか、そういう手順

を組み込んだほうがいいという御提案ですが、これに関しては。●

●●●●● 
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項目 主な意見と回答 

調査地Ｌの保全対策 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・これはそうでしょうね。●●●●●● 
 

・そうじゃないと全部が認められないですよ。だって、ほかのが整

合性がなくなっちゃいますからね。●●●●●●●●●● 
 

・●●●●はいかがですか。●●●●●● 
 

・私は、２月中に確たる証拠が出るかな、その心配のほうをしてい

ます。この中の兆候としては雄、雌の鳴きかわしなんていうのがあ

りますから、その辺が見えたり、聞こえたりすることは２月中に当

然起きると思いますからあれですが、それと抱卵というようなもの

とは……、そこまでいけばあれですけど、２月中に抱卵はあり得な

いと思いますので、●●●●のオオタカで。だから、とっても難し

いんじゃないかと思って、調べる人たちがさぞ大変だろうなと思っ

ています。●●●●●● 
 

・思いつき提案ですけれども、判断するときに、会を開くまでもな

いですが、回り持ちじゃないですけれども、意見を聞くという仕組

みを入れておいたらいかがでしょうかね、自動的に決めちゃうとい

うよりも。●●●●●● 
 

・今回のこの２６ページの表につきましては、２月期判断、３月期

判断というところについてはそれぞれ会議に諮るつもりでいまし

て、２月期のものは２月末までの状況を踏まえて３月の初めに、３

月期のものは、この黄色い部分になりますが、ここの部分の判断を

３月末になるかどうかはあれですけど、３月末か４月の上旬ぐらい

に会議で判断を仰ぐという形で考えておりますので、逆に、その時

点で兆候を見ながらまた判断をいただければいいかなというふう

には考えているんですけど、基本方針として今回の資料にこういっ

た記述がしてあることが正しいかどうかというのを●●●●●●

はおっしゃっていると思うので、その辺はいかがなのかなと思うの

です。（事務局 早野） 
 

・わかりました。両委員からの御意見のように、４月の判断という

のはこの会議に諮って最終的に決定する、そういう形を組み込んで
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項目 主な意見と回答 

調査地Ｌの保全対策 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いただくと、明確にですね。●●●●●● 
 

・それを明確に記述するということですね。（事務局 早野） 
 

・そうですね。 
 それと、この全体の流れといいますか、こういう手順を踏んで確

認をしていくということに関して何か問題点があるとかそういう

ことがございましたら御意見を言っていただきたいと思います。私

が最初に案を見たときに、理解力がなくて一体どういうふうに流れ

ていくのかがわからなかったのですけれども、お電話で細かく聞い

て納得できまして、今、●●●●●●が御指摘になったあたり以外

は、私個人としてはこういう流れかなと思いましたが。●●●●●

 

・わかりましたというか、事務局としましては、一番左側の流れに

つきまして、この３月期判断のＬにも兆候がある場合については委

員の判断を仰ぐというのをこの中に判断項目として入れ込みます。

（事務局 早野） 

 

・監視モニタリングはカメラでしたよね。●●●●●● 
 

・カメラと、後で調査項目も出てきますが、かなり頻度で調査をす

る予定ですので、それも含めてここで議論していただいてもいいか

もしれないと思います。（事務局 早野） 
 

・よろしいですか。●●●●●● 
 

・はい。●●●●●●●●●● 

 

・●●●●はいかがですか。よろしいですか。●●●●●● 

 

・はい。●●●●●● 

 

・それでは、先ほどのを加えていただいてこういう流れということ

でよろしくお願いします。●●●●●● 
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項目 主な意見と回答 

平成２５年繁殖期初

期の調査計画（案） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・そうしましたら、次の議題に進みます。２５年繁殖期初期の調査

計画案の御説明をよろしくお願いします。●●●●●● 

 

・「平成２５年繁殖期初期の調査計画（案）」の説明（事務局 森澤）

 

・ありがとうございます。 
 先ほど議論した工事開始に関しての手順に対応してこのような

形で調査を実施して、その結果を反映していくということですが、

何か抜け落ち等はございますか。赤字で書かれている追加の調査の

１点で実施されるところは、具体的にはどこになりますかね、実施

する場所はどこが一番いいのでしょうか。●●●●●● 

 

・これは調査地Ｆの営巣林を観察する地点として考えています。

（（株）建設技術研究所 川崎） 

 

・表１のところで、ＣＣＤカメラのモニタリングというのは、Ｆも

Ｌも設置してやるわけですか。それ以外に人を配して見るというこ

とになりますね。●●●●●● 
 

・そうですね。（事務局 早野） 
 

・この辺は、●●●●、いかがですか。営巣林というお話ですが。

●●●●●● 

 

・１月なんかは、雌が巣へ出入りするかどうかを見ていることで読

めるのではないかなと思うことはあります。ですから、定点調査を

やっても、巣へ入ってくるのだったら、それはカメラで見えるわけ

で、周りのどこを飛び回っているかというのはどのぐらい重要な情

報なのかということにあれなので、そうすると１月の調査は、例え

ば予算ができていらっしゃるなら２月の後ろのほうに集中して回

していただいたほうが繁殖に続く行動を知るのにはいいのかなと

思ったりもします。●●●●●● 

 

・モニタリング調査が●●●●●● 
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項目 主な意見と回答 

平成２５年繁殖期初

期の調査計画（案） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・産卵をする日なんていうのは二、三日のうちに特定できるわけで

すよね、カメラがついていれば。●●●●●● 

 

・そうですね。ただ、１月の下旬からモニタリングカメラが作動す

るということですね。だから、１月の上中旬は巣を見ていないとい

うことですね。●●●●●● 
 
・でも、雌が巣に来る可能性は１月の２０日は過ぎると思いますか

ら、その辺でわかるのかなと思います。雄はせっせと来ても、雌が

来てくれないと最終決定にならない可能性がありますから。●●●

●●● 

 

・実際に調査を担当されている方はどうですか、その辺の感触は。

●●●●●● 

 

・ＣＣＤカメラ自体は、表１はことしの調査内容ですので、平成２

５年は表２で示しているとおり１月上旬からＣＣＤカメラは運用

します。（（株）建設技術研究所 川崎） 
 
・わかりました。 
 今までのＣＣＤカメラを設置しての調査での動きというのはい

かがでした、その辺の１月、２月あたりの出入り構造は。●●●●

●● 

 

・平成２４年の繁殖期は、ＣＣＤカメラによって調査地Ｆの巣Ｆ３

において雌の出入りが２月の中旬に多く確認されています。（（株）

建設技術研究所 川崎） 

 

・２月の中旬に？●●●●●● 

 

・はい。（（株）建設技術研究所 川崎） 

 

・１月はほとんどなかった●●●●●● 
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項目 主な意見と回答 

平成２５年繁殖期初

期の調査計画（案） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・出入り自体は運用開始後１月２９日から。運用開始時点が１月２

８日から開始していますので、２８日に開始して、２９日に成鳥の

出入りを巣Ｆ３……（（株）建設技術研究所 川崎） 
 

・それは雌●●●●●● 

 

・こちらは、性別は不明と判断されています。これは、巣に来たと

いうよりは、巣の直下の枝にとまったようだというような状況でご

ざいました。巣に来巣したのは２月１９日か２０日ごろです。（（株）

建設技術研究所 川崎） 

 

・その辺で、巣の外側の営巣林全体の動きの確認というのは、判断

をする上では余り重要ではないですよね。●●●●●● 
 

・そうですね。●●●●●● 

 

・こういう意見です。●●●●●● 

 

・それなので、１月中の費用は後ろへ回したほうが。●●●●●●

・逆に１月を薄く、２月を厚くみたいな形のほうがいいんですか、

同じ費用をかけるならば。（事務局 早野） 
 

・２月を厚くしたほうがよさそうな気がします。●●●●●● 

 

・ただ、３月の１０日ぐらいから集中して巣材を運ぶようになると

思うので、それが１日に何十回か集めてくるようならばもうそこと

いうふうになると思うのですが、●●●●●●●の例で、おととし

の営巣地と去年の営巣地とあって、３月の中旬ぐらいまで両方に巣

材を運んでいた例がありますので、どっちへ決めるかは本当のとこ

ろ３月の末に決まるということがあると思います。●●●●●● 
 

・工程の中で２月いっぱいで１回皆さんにお諮りしてということの

段階があるのですけれども、それとの兼ね合いとしては１月からあ

る程度やっておいたほうがいいかなという判断が１つあると思い
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項目 主な意見と回答 

平成２５年繁殖期初

期の調査計画（案） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ます。 
 あともう一つが、今１ページの右側のところに繁殖期初期に確認

される繁殖兆候の具体的な行動を示された表がありますけれども、

これを見ていただくとわかるように、先ほど●●●●から御指摘が

あったように、行動も１月より２月、３月と高まっていくというふ

うなことから考えると、やはり１月に機械的にやるよりも２月に重

点的に厚みを持って調査したほうが、より判断できる材料が集まる

だろうということがありまして、ですからその辺で１月からある程

度均等にやって情報を皆さんに出させていただいたほうがいいの

か、それとも２月で直近になってから厚くして、データは少なくな

ると思うんですけれども、御判断いただいたほうがいいのか、その

辺でお考えいただければいいのかなというふうに思います。（（財）

埼玉県生態系保護協会 須永） 

 

・１月中旬は４回ですか、追加。●●●●●● 

 

・黒で書いてある分についてはそのまましていただいて、追加の部

分は２月に動かすことでいかがでしょうか。●●●●●● 

 

・調査頻度が追加を加えると高くなるわけですよね。●●●●●●

 

・調査の厚みをどの程度とれるか、ちょっと悩んだ分があるんです

けど、今のところＬ地は工事監視で毎日やっています。で、Ｆのほ

うをどうとらえるかというときに、今２日に一回という頻度にして

いるのです。それが多いか少ないかというところもちょっとわから

ないんですけど、２月、３月の一番重点的に見なくちゃいけない部

分も２日に一回で足りているのか足りていないかというところが

逆に１月を持ってくる判断につながるのかなと思ったんですけど、

もし２日に一回でよろしいんでしたら、１月から延べ単でやる形が

よろしいのか、１月の赤の４足す１の５回分を２月、３月へ少しで

もまぶして、そっちをより厚くしたほうがよろしいのかということ

で、●●●●はそっちがよろしいというお話しだったと思うので

す。（事務局 早野） 
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項目 主な意見と回答 

平成２５年繁殖期初

期の調査計画（案） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査地Ｇ（上尾道路

●●●●●）の道路

整備によるオオタカ

への影響及び保護対

策 

 

 

 

・●●●●のおっしゃるのは、上の行動圏調査１０点を１月中旬に

やるという話ですね。そうすると１月中のデータはそれなりに得て

いるわけで、追加のものを２月以降に重点で当てるというお考えで

すね。●●●●●● 

 

・１月の下旬は４回やられるわけですよね。１０分の４日できるわ

けだから、１０分の５にしなくても、１０分の４ならばいいのでは

ないかと。その赤い部分を後ろへ回したらどうでしょうかというこ

とです。●●●●●● 

 
・今、●●●●から御提案がありましたけれども、いかがでしょう

か、皆さんは大体よろしいですか。私もそれがいいかなという気が

しますので。●●●●●● 
 
・どんなまぶし方にするかはちょっと検討させて頂きます。（事務

局 早野） 

 

・お任せします。実際に調査をやられている方も御経験を積んでい

るので、そのお考えをきちっと踏まえて調整していただければと思

います。●●●●●● 

 

・埼生協と、あとこれを取りまとめるコンサルタントのほうとちょ

っと打ち合わせをさせていただいて頻度のほうを決めさせていた

だきたいと思います。（事務局 早野） 
 

・よろしくお願いします。●●●●●● 

 

・それでは、２５年度の繁殖期の初期の調査計画は以上の内容で認

めていただいたことにいたしまして、最後に調査地Ｇ（上尾道路●

●●●●）の道路整備によるオオタカへの影響及び保護対策につい

て御説明をお願いします。●●●●●● 

 

・「調査地Ｇ（上尾道路●●●●●）の道路整備によるオオタカへ

の影響及び保護対策」の説明（事務局 森澤） 
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項目 主な意見と回答 

調査地Ｇ（上尾道路

●●●●●）の道路

整備によるオオタカ

への影響及び保護対

策 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ありがとうございます。 
 既に提言したものが先ほどの御説明の次に添付されていますけ

れども、前回議論した内容ですね、ちょっと話に混乱があったよう

ですが、それを修正する形できょうの内容を取りまとめていただき

ました。いかがでしょうか。●●●●●● 
 

・基本的には問題ないというふうに思います。 
 ただ、●●のほうで保護運動をやっている方は、●●●整備イメ

ージとありますね、●●の右側、この部分が盛り土になっているん

ですね。ここの部分のけた下が２ｍぐらいなので、オオタカの飛翔

に混乱したり何かするのではないかということで、できたらここに

低木でけた下のところを埋めるような形にしてもらったほうがい

いのではないかという意見が出ていましたので、私も、そういう意

見をここに加えてもらえないかという意見は出しておきました。 
●●●●●● 

 

・今のような経緯ですが、●●●●、オオタカの行動能力等を考え

るといかがでしょうか。●●●●●● 
 

・その点から言えば全く心配のないことだと思います。そんなとこ

ろへぶつかるようなのは早く淘汰されたほうがいいのではないか

という感じですけれども、そこへ入りにくいように何かされるとい

うのはいいのかもしれませんが、人が遊びに入るようなことはない

でしょうね。●●●●●● 
 

・あと、道路管理上の問題が発生する可能性がありますよね。●●

●●●● 

 

・道路管理上、よく浮浪者みたいな方がこういうところに入り込ん

だり、あと子供の入り込みとかもあるので、できたら閉めるという

か、入り込まないような措置をしたほうが管理上もいいと思います

ので、それを兼ねてオオタカ対策とあわせてするという方向でよろ

しければ検討させていただきます。（事務局 早野） 
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項目 主な意見と回答 

調査地Ｇ（上尾道路

●●●●●）の道路

整備によるオオタカ

への影響及び保護対

策 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・これはふさげますよね、ネットのフェンスみたいなものでね。●

●●●●● 

 

・植栽すると、こういうのはなかなかないとは思うのですけれども、

オオタカがハンティングして小鳥を追いかけていったときに、そこ

に隠れる可能性があって、逆にオオタカが入り込むことも考えられ

るので、フェンス構造みたいな処置をしていただいたほうがいいか

もしれないですね。 
 ほかには、この点について御意見はいかがでしょうか。よろしい

ですか。 
 そうしましたら、今の意見を加えていただいてまとめていただく

と。●●●●●● 
 

・趣旨としては、５ｍ程度は問題ないけど、一部２ｍがあるところ

についてはオオタカの入り込み等について配慮した検討が必要と

いうことを書き込むような形で。（事務局 早野） 
 

・そうですね。●●●●●● 

 

・それを書いたものを●●●●に確認していただく方向でよろしい

ですか。（事務局 早野） 
 

・結構です。●●●●●●●●●● 

 

・わかりました。●●●●●● 

 

・よろしくお願いします。（事務局 早野） 
 

・ありがとうございました。 
 それでは、一通り予定されていた議論は終わって、それぞれ認め

ていただきましたので、進行をお返しいたします。●●●●●● 
 

・どうもありがとうございました。 
 本日提案させていただきました、まず調査地Ｌにおける保全対策

につきましては、ミティゲーションましては、本日の御意見等を踏
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項目 主な意見と回答 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

閉会 

 

 

まえて次回に向けて実施計画案を検討させていただきたいと思い

ます。それと、調査地Ｌの施工時の配慮につきましては、本日修正

等も踏まえた形で対応させていただきますので、まず調査地Ｆへの

誘導地対策につきましては御了解いただきましたので、まず１２月

中旬までに実施させていただきたいと思います。また、３月期以降

の工事実施につきましては本日御意見等をいただいたものを踏ま

えて考え方を整理させていただきまして、次回会議で２月期までの

繁殖調査結果を報告させていただきたいということで御判断いた

だきたいと思っております。 
 また、ただいま確認いただきました●●●●●●●●●●●●●

●に対します回答につきましては、本日御確認いただきましたとこ

ろの修正、追加等をさせていただきまして、最終的には●●●●に

御確認いただきまして検討会議に回答させていただけたらという

ことで考えております。 
 次回会議につきましては、会議途中でも御説明させていただきま

したとおり３月上旬を予定させていただいております。具体的な時

期につきましてはまた追って調整させていただきますので、よろし

くお願いしたいと思います。（事務局 森澤） 

 

・それでは、長時間にわたり御議論をいただきましてどうもありが

とうございました。以上をもちまして第１２回埼玉圏央道オオタカ

等保護対策会議を終了させていただきます。どうもありがとうござ

いました。（事務局 森澤） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


